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「アセンション」という言葉をご存知でしょうか？ 

「アセンション」は、よく「次元上昇」と訳されていますが、 

元々は「上昇」「キリストの昇天」という意味の英単語です。 

これから次元が「五次元になる」とも言われていますが、 

「アセンション」とは、 

一体どのようなものなのでしょうか！？ 

 

「アセンション」とは、 

ひとことで表すなら、「進化」（＝神化）といえます。 

「アセンション」とは、 

宇宙のあらゆるすべての、 

永遠無限の意識の進化、拡大、統合であり、 

愛の神化と言われています。 

 

「アセンション」とは、 

一人一人が愛と光を選択し、愛と光を体験し、 

愛と光の存在そのものになっていくことでもあります。 

それは、永遠、無限の、愛と光と歓喜の道です。 
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宇宙の目的とは、 

進化、アセンションそのものです。 

宇宙の始まりから終わりまでの、 

宇宙のすべての存在にとって共通で、最も重要な、意識の進化そのもの。 

宇宙全体が、そのためのひとつの学校であるといえます。 

今回のアセンションは、宇宙規模、宇宙全体でもあり、 

宇宙史、地球史におけるクライマックスとなっており、 

この特別なイベントを、特に「アセンション」と呼んでいるのです。 

 

そして、宇宙で最も重要で大事なもの。 

あらゆるすべての存在にとって大切で必要なもの。 

それは、 

愛 
です。 

 

アセンションとは、実は少しも難しいことではなく、 

子供からお年寄りまで、老若男女問わず、誰にでもできるものです。 

真の扉を開くのは、あなたの愛だからです。 
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愛によってのみ、真のアセンションの扉が開きます。 

その扉は、一度開いたなら、二度と閉じることはありません。 

 

一人一人が愛を選択し、 

自己の中心にある、ハートの愛の扉が開くと、 

真の自分、永遠の本体である『魂』に至ります。 

ハートと魂が真に活性化し、 

真の自分、ハイアーセルフである『魂』と一体化していくと、 

五次元の波動になっていきます。 

五次元とは、『魂』の次元であり、 

１００％ポジティブ、光と歓喜の世界です。 

原因と結果がひとつになる次元、 

思ったことが現実化する次元とも言われています。 

『魂』とは、宇宙の根源の光から生まれた分御魂
わ け み た ま

の 

「まったき光」であり、 

真の自己の本体、ハイアーセルフです。 

 

つまり、「五次元になる」ということは、 

自己の真の創造主である、ハートと魂と一体化することなのです。 
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これまでの地球史では、五次元が主なゴールでしたが、 

今回の最終・最大アセンションにおいては、 

五次元が真のスタートとなります。 

そして、そこからが真のアセンションとなっていきます。 

ハイアーセルフと一体化していくと、 

ハイアーセルフを通して、天界や神界とつながるようになり、 

みんなのための愛と光のアセンションの仕事を、 

天界や神界とともに行うようになるのです。 

 

すべては、「エネルギー」、「意識」です。 

目に見えないエネルギーが、とても重要なのです。 

そして、あなたが毎瞬発信しているエネルギーは 

集合意識のすべて、地球のすべて、宇宙のすべてへ真につながっています。 

 

地球の中心のハートセンターは、セントラルサンと呼ばれ、 

あなたの愛と光が、毎瞬、拡大するたびに、 

人類と地球の中心の愛と光も大きくなります。 

宇宙の愛と光も大きくなるのです。 

それを「ライトワーク」と呼んでいます。 

「ライトワーク」とは、アセンションのための愛と光の仕事です。 
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ライトワークを行う人を「ライトワーカー」と呼んでいます。 

ライトワーカーが一人でも多く増えることによって、 

地球全体のアセンションへとつながります。 

これが『地球維神
ち き ゅ う い し ん

』と呼ばれるものです。 

 

アセンションとは、 

誰もが選択することのできる、 

愛と光の意識の進化（神化）といえますが、 

本当のアセンションとは、 

一人一人が選択し、体験し、創造するものであると思います。 

 

今、とても大きな、素晴らしい動きが、 

一人一人のハートと魂の中で、ハイアーセルフで、 

宇宙の愛と光の高次で起こっています！！ 

宇宙のアセンション・ゲイトが大きく開いている 

今、この時が、最大のチャンスです！！ 

 

愛を選択し、ハートの扉を大きく開いて、 

永遠無限の愛と光と歓喜のアセンションへと！！ 

大きな第一歩を踏み出してください！！ 


